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緒言 

現代社会では「システム」の役割が極めて大きい。エネルギー、インフラ、へ

ルスケア、金融、行政、防災、教育など社会のすべての分野で「システム」が主

役となって我々の生活を支えている。システムが我々の生活を律し、システムの

レベルが我々の生活の質を左右している。現代はまさしく「システムの時代」と

言 ってよい。 

一方、社会が複雑になるにつれて、「よいシステム」を構成することはますま

す難しくなりつつある。人と人、人とモノ、モノとモノのつながりが広く深くな

るにつれて、システムはますます複雑で大規模なものとなる。社会の変動が激し

くなるとシステムの運用も環境変動に直面して難しくなる。また科学技術の発

展に伴って、システムを構成する手段も広がり選択肢も増え、それに従いシステ

ムを適切に進化させることが必要になってくる。世間を騒がすシステム故障の

報道が最近頻度を増しているのは、現代の複雑化、広域化する社会においてシス

テムの構築、運用、進化が著しく困難になってきたことの現れである。

システムが主役となっている社会で、よいシステムを作り出すことが難しく

なっているという事態は、現代社会が直面している大きな課題を提示している。

特にわが国では「縦割り社会」の負の側面を受け継いで、垂直型の統合が圧倒的

に優位で、システムを有効に構築・運用・進化させるために必要な水平統合への

社会的な受容の度合いが海外と比べて小さい。システムイノベーションセンタ

ーでは 5 年前の発足以来この水平統合のテーマを掲げ、産業界の視点から愚直

にこのことを主張し続けてきた。最近では我々の主張が「産業技術のパラダイム

シフト」として官民でようやく認識され始め、「卓越したシステム」を構築する

にはどうすればよいかが真剣に議論されるようになってきた。 

このような状況に鑑み、今の日本にどのようなシステムを構築すべきか、日本

のシステム構造をどのように作りあげていくべきかを、我々のこれまでの経験

を踏まえて次の６つのセクターに分けて提言する。 

(１)ヘルスケア（本分冊「SIC戦略提言－I」にて提言）

(２)ロジスティックス

(３)金融

(４)エネルギー

(５)防災・レジリエンス

(６)科学技術

この提言が、「失われた３０年」の次の「得られた３０年」を切り開く産・学・

官の努力の結節点となることを期待したい。 
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SIC 戦略提言―I 

 「人生 100 年時代にふさわしい高齢者の自動車運転にかか

る社会システム構築に関する提言」要旨 

高齢化社会への移行を迎えた現在の日本で、高齢者が QOL（Quality Of 

Life）を維持しつつ豊かな老後を過ごせるということは、個人の Well-

Beingを実現できるだけでなく、社会全体の Well-Beingの維持拡大にもつ

ながるものと考えられる。高齢者の QOLの維持は、現在の日本社会にとっ

てあらゆる観点で重要な課題といえよう。 

このような問題意識のもと、「人生 100年時代における豊かな健康長寿社

会」を実現するために解決すべき社会システム上の課題として、「超高齢社

会を前提としたモビリティ社会の将来像」を、現実的、かつ、具体的なテー

マとしてディスカッションを行った。そして、その中でも特に一定年齢以

上の高齢ドライバー全員が直面する、「高齢ドライバー免許更新制度」、「運

転免許証自主返納制度」をめぐる諸問題に関し調査を行い、その結果を「SIC

戦略提言」の一つとして、「人生 100年時代にふさわしい高齢者の自動車運

転にかかる社会システム構築に関する提言」と題してまとめた。 

すなわち、高齢者の自動車運転にかかる社会システムとして、次の 4 つ

の社会システム構築を提言する。 

提言１：デジタル技術を活用した運転能力の把握と安全を適切にサポートす

るシステム、および、それらを車載したデジタルサポートカーの開

発導入を促進すべきである。 

提言２：資金的支援を含めた”デジタルサポートカー認定制度”の充実と、そ

の制度を理解し体験できる普及啓発活動の場づくりを進める。 

提言３：健康状態を測定・解析しつつ運転能力の維持・向上にも資するデジタ

ル技術（ドライビングシミュレーター技術等）の研究開発を進める。

提言４：日常の健康データと、運転能力の関連性を解析し、運転寿命延伸に効

果的な運動・生活習慣の特定とその普及啓発活動の推進をはかる。 

本提言報告書では、これら 4つの提言の背景とその実現に向けた検討を述

べる。 
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１．SIC 戦略提言―I 「人生 100 年時代にふさわしい高齢者の自動車

運転にかかる社会システム構築」 

現在の日本は、世界で最も高い高齢化率を誇る「超高齢社会」である。す

なわち、「長い人生」を送っている人の割合が最も多い国となっている。その

高齢者の個人々々にとって本来あるべき幸せな生活（快適で豊かで長い人

生）を実現するためには、単に長生きできることだけではなく、その中身、

すなわち QOL（Quality Of Life）を維持した上で長生きできるということが

重要であろう。 

高齢者が QOLを維持しつつ豊かな老後を過ごせるということは、個人の

Well-Beingを実現できるだけでなく、社会全体の Well-Being、すなわち社会

保障費の削減といった社会負担の軽減や、労働人口減少に伴う国内総生産・

成長力低下への対応、国内消費の維持拡大、そして何よりも将来に対する漠

然とした不安の解消にもつながるものと考えられる。高齢者の QOLの維持

は、日本社会にとってあらゆる観点で重要な課題といえよう。 

このような問題意識から、一般社団法人システムイノベーションセンター

（SIC）での戦略提言活動において、「ヘルスケア」サブワーキンググループで

は「人生 100年時代における豊かな健康長寿社会」を実現するために解決すべ

き社会システム上の課題について議論した。その結果、超高齢社会の社会シス

テム課題として考えるにふさわしい、現実的、かつ、具体的なテーマである「超

高齢社会を前提としたモビリティ社会の将来像」をディスカッションテーマと

した。そして、その中でも特に一定年齢以上の高齢ドライバー全員が直面する、

「高齢ドライバー免許更新制度」、「運転免許証自主返納制度」をめぐる諸問題

に関し調査、議論を行い、その結果を「SIC戦略提言」の一つとして、「人生 100

年時代にふさわしい高齢者の自動車運転にかかる社会システム構築に関する

提言」と題してまとめた。 

すなわち、高齢者の自動車運転にかかる社会システムとして、次の 4つの社

会システム構築を提言する。 

提言 1： 

デジタル技術を活用した運転能力の把握と安全を適切にサポートするシステ

ム、および、それらを車載したデジタルサポートカーの開発導入を促進すべきで

ある。 

現在、自動運転を目指した技術開発が進んでいる。その完全な実現には、まだ、
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かなり時間がかかるであろうが、その途中で利用できる高齢ドライバーサポー

ト技術がたくさんある。実際、例えば高齢者に限らず、健康状態が悪化してドラ

イバーが運転できない状態になった時に側道に車を寄せるという技術も開発さ

れていて、実装し始めている。今後次々に出てくるであろう自動運転への技術を、

運転能力の把握と安全を適切にサポートするために積極的に取り入れていくべ

きである。 

提言 2： 

資金的支援を含めた”デジタルサポートカー認定制度”の充実と、その制度を

理解し体験できる普及啓発活動の場づくりを進める。 

デジタルでの運転サポートを装備したデジタルサポートカーの認定制度を充

実させる。現在、その資金援助が予算関係で十分ではない。制度自体はあっても、

利用するには高額である。車の買い替え時に、サポートカーとするため支援策が

必要である。 

また、様々なデジタルでの運転サポートを装備した車を体験していく普及啓

蒙の場づくりも必要である。運転免許の更新や車検というタイミングに、普及啓

蒙を図っていくと良いのではないか。 

提言３： 

健康状態を測定・解析しつつ運転能力の維持・向上にも資するデジタル技術

（ドライビングシミュレーター技術等）の研究開発を進める。 

健康状態を測定解析しつつ運転技能の向上維持向上を進めるデジタル技術を

取り込んだドライビングシミュレーターを開発して、運転免許の教習所や車の

ディーラーなどに置いて、高齢者ドライバーに活用してもらう。 

このような、健康状態と運転技能、そしてその関連を日常的に確認するという

装置を用意するべきであろう。 

提言４： 

日常の健康データと、運転能力の関連性を解析し、運転寿命延伸に効果的な運

動・生活習慣の特定とその普及啓発活動の推進をはかる。 

ヘルスケア IoT 技術による日常生活での健康データと、ドライバーの運転能

力や心身の健康状態のデータとの関連性を解析することで、より精度の高い運

転能力の診断や事故リスク評価を行う。これらの研究を通じて疾病の予兆検知
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や QOL向上のための運動や生活習慣改善策の普及のための研究開発を推進する。 

今後、これらの提言の実現を通して、運転サポート技術やドライビングシミュ

レーター技術などの高度化と共に、ドライバーの運転能力や心身健康状態を正

確に測定できるようになれば、ヘルスケア IoT で取得できる日常生活での心身

の健康データと合わせて解析することができ、より精度の高い運転能力の診断

や事故リスク評価が可能となる。またそれらのデータから、自動車の運転能力と

日常の運動や生活習慣の関連性を解析することができ、効果的な運動や生活習

慣を高齢者の日常生活に取り入れることが可能となると考えられる。 

個人の状況に応じた運転能力や健康状態の維持策を実施することが、今後さ

らに進む超高齢化社会においても、高齢者が自由に移動できる、生き生きとした

健康長寿社会を目指すことができる。 
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２．提言の背景

2.1 提言に至る経過 

－高齢者ドライバーの運転免許制度に関する問題提起― 

本提言は、システムイノベーションセンター（SIC）の戦略提言「ヘルスケア」

サブワーキンググループでの議論に基づくものである。

このサブグループは、2022 年まで活動をしてきた SIC システムヘルスケア分

科会にての議論 1を継承し、その実現に向けた戦略についてまとめたもので、SIC

の戦略提言の一つの提言にあたる。 

SIC システムヘルスケア分科会は、2020 年より 3 年間に亘って、ヘルスケア

のシステム的側面についての議論を行ってきた。結果的には、高齢者ドライバー

の運転免許制度に関する提言を通じ、大きく見ると寿命は延びているなかで、健

康寿命または QOL は果たしてどう達成され得るのかということを論じた。そし

て、健康寿命、すなわち、健康長寿社会ということに対しての提言をテーマに据

えることで、業界や学界を超えて新しい社会システムの構想が試みられるので

はないかと考えた。健康長寿社会へ至る道をシステムという視点で分析するこ

とで、それを構想し実現するモデルができればよいということであった。大きな

エコシステム、すなわち、ヘルスケア関連のビジネスモデルのひな形を提示しよ

うということである。 

スタートの段階では、ヘルスケア AIoTコンソーシアム理事の東大病院心療内

科・吉内教授より、「健康長寿社会の実現には、身体機能を維持する・高めるだ

けでなく QOLを高めることがキーとなる」との助言を頂いている。すなわち、人

生 100 年時代の社会システムの基盤のモデルを提案できればということが、当

初からの問題意識である。 

さらに、高齢者の健康の向上のためには、移動ということがキーとなるのでは

ないか、その移動の手段としての自動車の運転を考えたとき、現行の運転免許制

度は高齢者にとっては負担が大きい。それは運転者個人の問題だけではなく、社

会的にもコストが大きいのではないかという仮説を立てた。 

以上の問題意識と提言への仮説を、図 1 にまとめる。 

住民がコミュニティーに参加するためには、特に地方において移動の手段は

とても重要である。大都市の都市交通が充実しているところではあまり問題に

ならないかもしれないが、地方ではこれは年々問題になっている。地方では車を

運転することは欠かせない生活機能の一つということと言える。 

1 システムイノベーションセンター Home Page、「分科会活動および提言」内、「システムヘル
スケア分科会報告書」（2022 年）：https://sysic.org/center_activity/3611.html 参照
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一方、運転者に関しては、令和 2 年の免許制度の改正により、75 歳になった

段階で認知検査を受けなければいけない。違反が一回でもあると実車試験を合

格するまで受ける必要がある。受からないと免許返納になる。中には医師の診断

を要するということがあって、医師の方でもかなり負担だという話もある。 

そういう法律に基づく社会制度の一方で、自動車の運転技術の領域では、IoT

テクノロジーの活用と運用の機運があり、運転免許制度にはもっと柔軟性が持

たせられるのではないかという議論が当初からあった。 

一方で、高齢者の自動車事故というのは、センセーショナルで社会的に問題視

(a) 提言の問題意識

(b) 提言への仮説

図 1 問題意識と提言への仮説 
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されているというなかなか難しい状況でもある。運転免許を返納すると地方に

おいては移動の手段がなくなる。そこで返納を奨励するため、行政がバスを出し

たりタクシーの補助券を出したりしており、これもまた大きな負担であるとさ

れている。 

2.2 高齢者の自動車運転と健康の関係についての学術的研究 

高齢者がそれまで行っていた自動車の運転を中止することによる、心身の健

康や社会的な健康にもたらされる弊害が、学術的にも報告されている 2。その高

齢者の運転中止による弊害を図 2 にまとめる。 

高齢ドライバーの運転継続・中止は、日本に限らず高齢者人口が増加する多

くの国々においての共通的社会課題である。これまで、運転中止の理由とし

て、健康状態や社会経済的要因、社会人口学的要因が特定されてきた。しか

し、その一方で、運転停止が高齢者に短期的・長期的な健康被害をもたらす可

能性が指摘されている。ただ、運転中止の危険因子については、比較的広く研

究されてきたものの、運転中止が高齢者の健康に及ぼす影響について、多面的

に検討・議論した研究はあまり多くない。 

その中で、AAA交通安全財団［AAA （American Automobile Association）

Foundation for Traffic Safety：ワシントン D.C.；交通事故の防止と事故発

生時の傷害軽減による人命救助に取り組む非営利の公的支援による慈善研究・

教育機関］が、コロンビア大学との共同で、高齢者の運転中止が、その後の心

身の健康と Well-Beingに与える影響について、これまでの研究文献のエビデ

ンスを評価・統合することを目的としたシステマティック・レビュー論文を報

告している 3。報告されている高齢者の運転中止による弊害を図 2 にまとめ

る。

運転を中止した高齢者では、運転継続者と比較してちょっと外出する活動が

とても少なくなって、生活の生産性が低下する。それによって、運転中止が高齢

者の抑うつ状態の増加リスクを約 2 倍高める。そこでは、元運転者は現役運転

者と比較して 10年にわたり認知機能の低下が 2倍以上加速し、死亡リスクもあ

るとも報告されている。 

2 運転中止が認知機能の低下に及ぼす影響について、国立長寿医療研究センターによる調査報告「運転中
止による弊害」https://www.ncgg.go.jp/ri/lab/cgss/department/gerontology/gold/about/page2.html 
3 Chihuri, S., et ta., Driving Cessation and Health Outcomes in Older Adults (Technical Report). 
Washington, D.C.: AAA Foundation for Traffic Safety, 2015 
https://aaafoundation.org/driving-cessation-health-outcomes-older-adults 
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また、身体的な弊害だけでなく、社会的な問題として、元運転者では、代替

交通手段へのアクセスの有無に関わらず、友人や親戚などの社会的ネットワー

クの規模が 13年間で半減（51%低下）する。さらに、社会的活動に費やす時間

が減少し、孤独な余暇を過ごす時間が増え、さらに以前の社会的活動を止める

傾向がある、などが報告されている。 

2.3 大規模アンケート調査による、現状の確認 

上記の動機から、高齢者ドライバーの運転継続に関する意識を調査するため、

前記の SICヘルスケア分科会にて、約 3000人のアンケート調査を行った。その

概要を、図 3 に示す。 

主な移動手段はどういうものですかという問いには、自動車、自家用車が多く

て、日常の買い物とか仕事ということが主で、6割以上を占めている（巻末付図

Ａ1）。運転を継続したいかという問いに関しては、年齢にもよるが、概ねトータ

ルで 52%が継続したいと答えている。やや継続したいを含めると 80%以上が継続

したいとの回答であった（巻末付図Ａ2）。東京近郊の京浜部は少し落ちて 7割と

いうことで、公共交通の利便性を考えると、自動車運転は移動にとって大事だっ

たということは言える。 

運転免許証を返納するかという問いに関しては、半数以上が将来的には予定

図 2 高齢者の運転中止による弊害 
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するけれど具体的な予定はないと高齢の方も答えている（巻末付図Ａ3）。返納し

ない理由は、生活に支障が出るからということだ。また、趣味だからという答え

も少なからずあった。生活の機能を失われることで、実際の社会参加が難しくな

ってしまうということだと思われる。 

運転免許制度の厳格化に対しては、「大変好ましい」、「好ましい」を合わせた

72.5％が“好ましい”としている（巻末付図Ａ4）。 

昨今、ここ 20年ぐらい、高齢ドライバーのショッキングな事故が大きく報道

されている。若い二十歳代以下の事故が依然多いのだけれども、そのダメージや

印象と、高齢化が進んでいることへの不安感から、とてもセンセーショナルに聞

こえてくるということのようだ。実際、高齢者の事故は多くなっていることもあ

る。 

このことを更に展開して、では、あなたは運転能力に自信がありますかという

問いに関しては、とてもあるとかややあるとかは 50%程度ではあるが、高齢者ほ

ど運転能力に自信がある傾向が強い（巻末付図Ａ5）。これは運転し続けているか

らということだと思われる。 

さらに、75 歳以上で運転する際にどんなことが必要ですかという問いに関し

ては、テクノロジーのサポートという回答がとても多い（巻末付図Ａ6）。テクノ

ロジーサポートを条件とした運転免許の発行があったらいいかとの問いに関し

ては、30%以上が望むと言っている。ただ、どういうテクノロジーが必要かには、

理解に年齢差があった。詳しくこういったサポートをと例を示せば、支持はもう

図 3 高齢者の自動車運転に関する全国 3000 人アンケート調査の実施概要 
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少し上がったかもしれない。 

以上のアンケート回答の結果を踏まえると； 

① 現行の制度は結果的に高齢者への免許返納の圧力が高い。そういう圧力を

感じざるを得ないことが、報道も含めてある。また自治体などで免許返納す

ると何かポイントがもらえるといった施策もある。制度の厳格運用が進むと、

実車試験での負担、それを判定する側の負担、自動車免許の指導員の負担と

いったところで運用負担が高くなるようである。

② 車は生活をする上でとても重要だということでは、返納促進をして返納者

が増加すると、その結果、高齢者の移動支援のための行政のコストが明らか

に増加する。 

③ ただし、事故を防止するという点でも、この免許返納制度は軽視されるもの

ではないという側面はある。社会の現状に対して制度をどう生かすかという

社会システム設計において、デジタルの技術を十分使い切っているのか、使

う準備があるのかという面で、検討するべき余地が大きくある。
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2.4 高齢者の運転に対してのテクノロジーサポート 

自動運転の技術が日進月歩で進んでいる中で、十分、高齢ドライバーをサポー

トする技術が幾つもあり、その技術を積極的に取り込むべきであろう。

現在、開発が進んでいる「高齢社ドライバーを支えるデジタル技術」を、表 1

にまとめる。詳細は、前記の SICヘルスケア分科会報告書を参照されたい 4。 

4 SIC「システムヘルスケア分科会報告書」（2022 年）（脚注１）：
https://sysic.org/center_activity/3611.html 24 ページ 
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３．高齢者ドライバーの運転免許制度に関する提言 

以上の背景と経過を基に、冒頭に示した高齢者ドライバーの運転免許制度に関する提

言を 4つまとめた。以上に述べてきた提言の背景と共に、その概要を、図 4 に示す。 

今後、提言 3 で示した、運転サポート技術やドライビングシミュレーター技

術などにより、ドライバーの運転能力や心身健康状態を測定できるようになれ

ば、ヘルスケア IoT で取得できる日常生活での心身の健康データと合わせて解

析することができ、より精度の高い運転能力の診断や事故リスク評価が可能と

なる。またそれらから運転能力と日常の運動や生活習慣の関連性を解析するこ

とができ、効果的な運動や生活習慣を研究し、高齢者の日常生活に取り入れるこ

とが可能となると考えられる。 

個人の状況に応じた運転能力や健康状態の維持策を実施することが、今後さ

らに進む超高齢化社会においても、各人が自由に移動できる、生き生きとした健

康長寿社会を目指すことができる。 

図 4 4 つの提言の概要 
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４．まとめ：提言の社会実装に向けて 

人生 100 年時代にふさわしい高齢者の自動車運転にかかる社会システム構築

に関しての 4 つの提言をした。その社会実装に向けた考察を以て、本提言書の

まとめとしたい。実装上の場を想定すると、以下の 3 つの段階の 3 つのアイデ

アがあるのではないかと考えている（図５）。

まず、本提言の基礎となる技術開発を担う自動車業界は、一つのシングルイン

ダストリーとみなすことができ、自動車運転から「運転機能の低下やその前兆の

判定」ができるシステムまでを、独自に構築できる。それによって、特定ブラン

ド、ディーラーのサービスの一つとしてクルマの運転データから運転機能の低

下やその前兆のレベル判定を行い、運転寿命の延命、サポートカーの推奨、さら

には新たな移動手段の提供や資産管理サービスの提案などのビジネスにつなげ

ることができよう。 

第 2 のアイデアとして、自動車運転と日常の生活から「運転機能の低下やそ

の前兆の判定」をマルチインダストリーでの活動へ広げ、クルマの運転データと

日常のライフログを、車の運転に限らない日常生活での支援サービスの提案な

どのビジネスにつなげる。 

第 3 のアイデアは、運転機能の低下やその前兆の早期発見を、様々なサービ

図 5 ウラノス・エコシステムを想定した、提言の社会実装へ至るアイデア 
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スを利用することで健康を維持すると同時に新たなビジネスを創造する。認知

機能が低下した際に、例えば将来に備えての資産管理であるとか、保険の加入形

態を少し変えるとか、そういったビジネスを拡大することも考えられる。 

まずは、運転機能の低下の前兆を判定できる基準と測定の方法を、今後の研究

によってしっかり確立することが重要である。それができれば、自動車運転をサ

ポートする技術に基づくマルチインダストリーとしてのエコシステムが構成で

き、例えば、まさにウラノス・エコシステム 5といった業界をまたぐ協創の対象

となる展開が出来てくる。 

社会的なヘルスケアの維持としての高齢者の QOL の向上の一つとして、高齢

者の自動車運転を取り巻く環境、特に運転免許制度について考察し提言を行っ

てきたが、その提言の実現がビジネスの環境を含めた産業横断、公益的システム

のベースとなり、人生 100 年時代にふさわしい社会システム構築につながるこ

とを願っている。 

5 経済産業省、Ouranos Ecosystem（ウラノス・エコシステム）: 
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/ouranos.html 
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付図：高齢者の自動車運転に関するアンケートでの主な設問と回答の結果 

付図 A２ アンケート設問「運転を継続したいと考えるか」への回答

付図 A１ アンケート設問「外出における主な移動手段」への回答
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付図 A３ アンケート設問「運転免許を返納する予定はありますか」への回答

付図 A４ アンケート設問「高齢者の免許更新厳格化をどう思いますか」への回答
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付図 A６ アンケート設問「どんなサポートがあると安心して運転できると思いますか」への回答 
 

 

 

付図 A５ アンケート設問「運転能力に自信がありますか」への回答 
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